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級協会 (Lloyd’s register of shipping) は，図 1.2 に
示すように，破壊した実船から採取した鋼材を破
壊時の温度条件でシャルピー衝撃試験した結果よ
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図 1.1 シャルピー衝撃試験機
















































































































表 1.1 シャルピー衝撃試験と実使用環境の 
ひずみ速度 4)～7) 
事例 ひずみ速度 [s−1] 
設計 柱・梁溶接止端部 ～  100 オーダー 
試験 シャルピー衝撃試験 102 オーダー～ 
図 2.1 鋳造品の応力集中部 13)
図 2.2 切欠き材と平滑材の強度比較の例
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